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ユビキタス・ネットワーク時代の展望ユビキタス・ネットワーク時代の展望

2001年11月21日

名雲俊忠

情報・通信コンサルティング二部

電波産業会　「広帯域光空間通信シンポジウム２００１」電波産業会　「広帯域光空間通信シンポジウム２００１」
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

?これからのITトレンド：ユビキタス・ネットワーク時代へ向けて

?ユビキタス・ネットワークとは

?ユビキタス・ネットワークの本質

?ユビキタス・ネットワーク時代のビジネスの展望

?まとめ
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•• これからのこれからのITITトレンドトレンド
ユビキタス・ネットワーク時代へ向けてユビキタス・ネットワーク時代へ向けて
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技術革新の方向：ビジネスモデルが大幅に変化技術革新の方向：ビジネスモデルが大幅に変化
? ネットワークの技術革新速度はムーアの法則を上回り、情報通信産業のパラダイムを変える

? ムーアの法則は2010年まで継続。ダウンサイジングは続き、すべての処理ノードはネットワークにつながる
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コンピュータ技術
18ヶ月で2倍の性能向上

ネットワーク技術
12ヶ月で2倍の性能向上

ユビキタスネットワーク

IPネットワーク網整備

ミニコン
100万台/年

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ
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PC
1億台/年

処理ノード
100億台/年
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VAN
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通信規制緩和
インターネット
光技術革新

高速ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ

高速ｱｸｾｽ網

高速神経網

処理の分散化処理の分散化
ダウンサイジングダウンサイジング

処理・蓄積の集中処理・蓄積の集中((ASPASP普及普及))
入出力の分散化入出力の分散化
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次の次のITITパラダイム＝ユビキタス・ネットワークパラダイム＝ユビキタス・ネットワーク
?リアルとバーチャルの融合で、「ヒト」の生活に資する

?今は、パラダイムシフトの真っ只中＝ユビキタスネットワーク社会への中間点

ＩＰｖ４

ＩＰｖ６

メイン
フレーム

ＰＣ端末
と そのネットワーク化

非ＰＣ
（ゲーム機、携帯電話、ＰＤＡ、情報家電、

センサー等）

（１万台
　　／年）

（１億台／年）

（100億台／年）

（1960年）

（1985年）

（光ファイバー上）

（CATV、ISDNなど）
（1995年）

（注）図の左の年はおおよその開始年。括弧内の台数は端末の数。

（2001年～）

ユビキタス・
ネットワーク
社会へ

ITバブル
崩壊

中間点中間点
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ＩＴバブル崩壊の意味ＩＴバブル崩壊の意味

?ドットコム企業への過剰な期待の反動

? EC (e-commerce)パラダイムは、
　リアルビジネスの「置き換え」「置き換え」の域を超えられなかっ
た

?PCパラダイムの行き詰まり

? PCの前に縛られているようでは、
　真の意味でヒトの生活の役には立てない

?提供者中心の情報技術

?これまでのITは、サプライヤあるいは
　技術屋、投資家のためのIT

?今後は「iT」 から「It」へ

?今後は、利用者のための「Ｔ」

　中心のＩＴから「Ｉ」中心のＩＴへ

　と転換

ＩＴバブル崩壊の理由 ＩＴバブルの教訓
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2.2.ユビキタス・ネットワークとはユビキタス・ネットワークとは
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いつでも、どこでも、誰とでも、何とでもいつでも、どこでも、誰とでも、何とでも

?Ubiquitous：いたるところにある、遍在する

?ユビキタス・コンピューティングとしての概念は、1980年代後半から存在
?Mark Weiser, Xerox PARC, Ubiquitous Computing, 1988
? Leonard Kleinrock, UCLA, Nomadic Computing, 1996
?野村総合研究所，産業創発，１９９９．１２
?野村総合研究所，知的資産創造，２０００．２
?野村総合研究所，ユビキタス･ネットワーク，２０００．１２
?日本経済新聞，ユビキタス社会の福音，２００１．１．４
?世界情報通信サミット，ユビキタス社会を拓く，２００１，２-３
?日経デジタルコア、ユビキタス研究会、２００１，４－
? IBM, Pervasive Computing, 1998
?AOL Time Warner, AOL Anywhere, 1999

?ユビキタス・ネットワークは現実世界の活動を、支援しようという発想のもとの提唱
?バーチャルリアリティ（仮想現実感）は、現実世界をコンピュータの中に再現しようとした　⇒　対
極の発想
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ブロードバンドブロードバンド++モバイルモバイル++常時接続常時接続

?ブロードバンドにより、動画を用いた、情報量豊かなコミュニケーションが可能
?モバイル端末等を利用することにより、いつでも、どこでもを実現
?常時接続なので、リアルタイム性やプッシュ機能がフル活用できる　⇒　自然なコミュニケーション
? IPv6の採用により、IDを持てる端末の数が大幅に増加
?バリヤフリー・インターフェースにより、子供や高齢者、ハンディキャップのある人達も容易に利用

ユビキタス・
ネットワーク

ユビキタス・
ネットワーク

TV

ｹﾞｰﾑ機

PC

STB

携帯電話

PC

ノートPC

サーバー

サーバー

カーナビ

PC

ノートPC

ブロードバンド化
モバイル化
常時接続

MMK

メインフレーム

PDA

インター
ネット

Ipv6
バリヤフリーなインターフェース

?情報機器のボーダレスなコネクティビ
ティ
?マルチモーダルな広帯域ネットワーク
?コンテンツのシームレスなポータビリティ

?情報機器のボーダレスなコネクティビ
ティ
?マルチモーダルな広帯域ネットワーク
?コンテンツのシームレスなポータビリティ

ユビキタス・ネットワー
クに求められる要件

ユビキタス・ネットワー
クに求められる要件

ノートPC
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ユビキタス・ネットワークの将来イメージユビキタス・ネットワークの将来イメージ

?ユビキタス情報社会の定義
?安全性の高い多様な情報ネットワークが形成されており、様々な活動シーンにおいて、時間
や場所の制約を超えて、必要とする情報を誰もが意識しないで簡単に安心して活用できる
社会

時間や場所の制約を超えて情報を活用できる社会の実現時間や場所の制約を超えて情報を活用できる社会の実現

ユビキタス情報社会の概念ユビキタス情報社会の概念

?ﾍﾟｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ

?遠隔医療

?事故発
?見、通知

?病院手配

?最短経路の探
?索

?異常検知

?災害通知

?電子マネー

?場所・活動レベル ?モノレベル ?パーソナルレベル

?山
?橋梁

?道路

?住宅?商店

?学校

?オフィス

?工場・倉庫

?火災、進
?入検知

?都市

出所）野村総合研究所
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　　　　　　　　　　　　　　　　放送と通信の融合

ユビキタスネットワークを支える情報通信技術のロードユビキタスネットワークを支える情報通信技術のロードマップマップ

～2000 2001 2002 2003 2004 2005～

▲ソニー（FWA）

光ファイバー、FWA/無線LAN、電力線モデム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　超高速インターネット　　　　　　　　　　　　　　　　　高速インターネット　　　　　
（数百kbps～数Mbps）

10X 100X 1000X

▲802.11a製品出荷
　　無線LAN（54Mbps）

IT戦略会議目標
超高速インターネット

1000万世帯

　　　　　　　　　　　　放送のデジタル化　　　　
▲BSデジタル開始▲東経110度CSデジタル開始

▲スピードネット
   （無線LAN方式）▲ADSL

▲CATVインターネット

▲地上波デジタル開始

　　　　　　　　　　　　　　　モバイル・コマース       　　　　　
　　　　　　　　　　　　ネットとリアルの融合        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モバイル動画・音楽配信　　　　　

▲ドコモ(IMT-2000)
▲KDDI（IMT-2000/HDR）

▲J-Phone(IMT-2000)

ICカード推進協議会

▲統一ICカード規格成立

キャッシュカード/クレジットカードのICカード化

▲Bluetooth
　 搭載携帯電話

▲Bluetooth ver 2.0

▲電子政府サービス開始

▲UIM機能拡張
　（メモリなど）

▲UIM 2ndスロット

▲デジタル署名法施行

▲KDDI(cdmaOne/1X)

携帯電話UIM、金融系ICカード、政府系ICカード
認証／決済インフラの確立

▲Bluetooth 11Mbps

（双方向TV、データ放送） （ネットワークドTV）

FWA: Fixed Wireless Access, HDR: High Data Rate, UIM: User Identification Module, ADSL: Asymmetric Digital Subscriber Line

▲ DDI-P PHS定額128kbps
▲IMT-2000データ定額

▲bitWallet設立

??～エレクトロニック（電子）・ネットワーク時代からフォトニック（光）ネットワーク時代へ～エレクトロニック（電子）・ネットワーク時代からフォトニック（光）ネットワーク時代へ

（数十Mbps～100Mbps）
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定額ISDN

FWA

Cable

DSL

FTTH

（FTTB+VDSL）

Flat rate ISDN

高速アクセスインフラ利用世帯普及率は高速アクセスインフラ利用世帯普及率は20062006年度末で約年度末で約50%50%

?中高速アクセスインフラユーザーが、2003年度末時点1000万世帯、2006年
度末時点で2200万世帯にまで到達する勢い

?中高速アクセスインフラユーザーが、2003年度末時点1000万世帯、2006年
度末時点で2200万世帯にまで到達する勢い

注）参考値として、FTTB＋VDSL利用世帯数は、DSL利用世帯数の内数として推計

中高速
アクセス

定額ISDN
（参考）

Source）NRI

2001/10/15
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次世代携帯電話は、次世代携帯電話は、20052005年には年には40004000万加入へ万加入へ

?帯域幅の拡大（IMT-2000）
? 9600bpsから384kbps（静止2Mbps)へ
?動画のストリーム配信／発信の時代へ

?データ通信で定額化への動き
?DDI-P：2001年秋より128kbps定額へ
? au：HDRで定額化を検討
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?スマートフォンの機能の拡大
? Java

? 携帯電話にソフトウェアをダウンロードして高機
能化（現在は最新株価の表示、天気予報など）

? UIM （User Identification Module）
? 携帯電話に認証機能、決済機能が追加

? Bluetooth, 非接触ICカードインタフェース
? リアルとバーチャルの融合
（電子クーポン、電子チケット）
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IPv6IPv6のインパクトのインパクト

IPアドレス

32ビット　⇒　4.3×109　⇒　43億個

IPアドレス

32ビット　⇒　4.3×109　⇒　43億個

IPv4IPv4

IPアドレス

128ビット　⇒　3.4×1038　⇒　340澗個

IPアドレス

128ビット　⇒　3.4×1038　⇒　340澗個

IPv6IPv6世界人口60億人がそれぞれ1000億個のIPア
ドレスを保有しても70ビットで足りる

↓
情報機器以外の機器や部品などにIPアドレス
を付与しても余りある量

↓
あらゆるものにIDを付与できるので、部品管
理や静脈産業への応用も可能

アドレスの
飛躍的な増加

その他のメリット：　マルチキャスト向き
　　　　　　　　　　　　リアルタイム伝送に有利（リアルタイム信号を識別できる）
　　　　　　　　　　　　VPNに向く（VPN機能がIPv6には含まれている）
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? ブロードバンド＆常時接続の普及
[アクセス系]
? e-Japan戦略：2005年に超高速インターネット1000万世帯
? 通信コストパフォーマンスは5年で1000倍（ムーアの法則を超える）

[バックボーン系]
? DWDM技術の登場で光ファイバーの通信容量は飛躍的に拡大
? 2003年頃には１０GbEを使った自営網・地域網の構築が始まる

? モバイル通信のブロードバンド化・高機能化
? IMT-2000の開始で、携帯電話・PDAで動画サービスを利用可能
? Java,UIM、Bluetoothの３つのスマートフォン機能拡張

? ＩＰv6＆低価格ＲＦＩＤの普及
? 低価格ＲＦＩＤの登場（１個１円未満へ）との融合

? 機器デバイス・インタフェースおよびローカル通信の進展
? 無線LANは54Mbps、Bluetoothは10Mbpsへ高速化
? 2004年にはフラッシュメモリ１G超で携帯PCが小型化
? その他各種のバリヤフリー系のインタフェースが開発される

情報技術ロードマップのまとめ情報技術ロードマップのまとめ

2005年にユビキタス･ネットワーク普及
の技術的条件は整う

2005年にユビキタス･ネットワーク普及
の技術的条件は整う
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3. 3. ユビキタス・ネットワークの本質ユビキタス・ネットワークの本質
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ユビキタスネットワークによる技術的変化ユビキタスネットワークによる技術的変化

：

ブロードバンド

ネットに接続されるネットに接続される
機器の増大機器の増大

ユーザーとネットのユーザーとネットの
関係性の多様化関係性の多様化

Ｎ      Ｕ

Ｎ      Ｕ

Ｎ      Ｕ

人 　モノ

PC（職場→家庭）

携帯電話

文字

+写真

+音声

+動画

?ユビキタスネットワークは、以下の３つを「同時に並行的に」「同時に並行的に」実現

①流通コンテンツの大容量化

②ネットに接続される機器の増大

③ユーザーとネットとの関係性の複雑化

ＥＣ

オークション

商品開発参加
常時接続
バリヤフリーI/F

流通コンテンツの流通コンテンツの
大容量化大容量化

MMK センサ

One2OneＮ      Ｕ e-mail

Chat

IM

モバイル

ＩＰv6
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ユビキタスネットワークの３つの本質的変化ユビキタスネットワークの３つの本質的変化

：

ネットに接続されるネットに接続される

機器の増大機器の増大

ユーザーとネットのユーザーとネットの

関係性の多様化関係性の多様化

センシング・トラッキング能力の拡大センシング・トラッキング能力の拡大

（人からコンテクスト（人からコンテクスト[[周囲環境周囲環境]]へ）へ）

「形態知」の交換・共有「形態知」の交換・共有

（感性に近い領域の知の共有）（感性に近い領域の知の共有）

コミュニティパワーの増大コミュニティパワーの増大

（リアルなコミュニティへに近づく（リアルなコミュニティへに近づく））

?それぞれの技術的変化は「お互いに影響し合う（足し算でなく掛け算で効く）」「お互いに影響し合う（足し算でなく掛け算で効く）」ことで

　３つの本質的な変化を生み出す。

流通コンテンツの流通コンテンツの

大容量化大容量化

?? 金型製作のノウハウを形態知化（インクス）金型製作のノウハウを形態知化（インクス）
? ウェブカメラを用いたセルフセキュリティ（ザンブー）

?? リナックスの開発リナックスの開発
? 商品評価サイト（PTP.com）
? Q&Aコミュニティ（アバウト.com）
? 商品開発参加サイト（たのみ.com）

? 自動改札と携帯メールの連動（グーパス）
? 建機の管理・保守・保険サービス（日立建機）
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““形態知形態知””の交換・共有の交換・共有
ーー  「形態知」とは「形態知」とは  ーー

?「形態知」とは
?文字や数字、図だけでなく、画像や動画、音声、触覚、嗅覚、
味覚など人間の五感を用いて表現する「知」

?より感性的な「知」（左脳の「知」から、右脳の「知」に）
?ユビキタス・ネットワーク下においては、ブロードバンドを利用
した単なる映像伝達だけでなく、センサー等を利用して、「仮
想的にビジュアライズ化した知」などもこの範疇に入る。

– 例えば、従来は、遠隔医療の際に顔色を伝えられないことが問
題となっていたが、これをセンサーで捉えスペクトル分解すること
で、より正確に、遠隔の医者のディスプレイに顔色を再現するこ
とが可能になる。

?形式知とは
?文字や数字、数式、図表を用いて体系化された「知」の形態
?これまでは、データベースの制約で、米国のナレッジマネジメ
ントでも形式知が中心（テキスト化の負荷と情報の欠落が問
題となる）

?右図の「技術」に相当

?暗黙知とは
?ノウハウなど、形式知に整理することが困難な「知」の形態
?属人的で、伝達には徒弟のような関係が必要
?右図の「技法」、「技能」に相当

技術技術

技法技法

技能技能

・「形式知」

・文書に著せる

・コツ

・肝は文書にできない

・ノウハウ

・一連の技が熟練工のもの
（文書化が大変困難）

・「暗黙知」

「形態知」を利用することで
技法、技能を技術のレベルに

「形態知」を利用することで
技法、技能を技術のレベルに

?「形態知」を使うと、これまで暗黙知とされていた領域の知を共有することが可能
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形態知の交換共有形態知の交換共有----萌芽事例（インクス社）萌芽事例（インクス社）

?金型製作のノウハウを形態知化させたインクス社
?三次元CADによる委託設計等の業務をベテランでもなくてもできるように
?金型製作ノウハウを三次元CAD/CAEに体系化
⇒平面設計図から金型製作にかかる期間を６ヶ月から10日間に短縮

?省力化のみならず、情報エラーの防止も実現
?平面設計図さえデジタルデータで与えられれば、いつでもどこでも金型製作が可能（ユビキタス）
⇒例）米国で設計　⇒　データ伝送　⇒　インクスの「高速金型センター」で約10日間で金型
製作が可能

形式知

暗黙知

形式知
形態知

暗黙知

?三次元のデジタル情報を材
料に写し取る際のノウハウ
⇒　三次元CAD/CAEにて体
系化

従来の金型製作 インクス社の金型製作

?従来は、平面設計図以外の
プロセスは、現場現物主義
によるノウハウの塊
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コミュニティパワーの増大コミュニティパワーの増大----萌芽事例（リナックス）萌芽事例（リナックス）

個人

企業国家

グローバル化現象

リナックス現象

1960　　　　　　　　　　　　　　　1980　　　　　　　　　　　　　 　2000

Empower度

年

個人のつながりによる新しいステージのエンパワー個人のつながりによる新しいステージのエンパワー

リナックス開発フォーラム

リーナス・トーパルズ他数人が
調整および最終的なチェック

世界中から、腕に覚えがあり、

やる気のあるエンジニア達が

集結

?企業のエンパワーが国境をなくした（グローバル化）

?ユビキタスネットワークは、企業の枠を超えた個人（コミュニティ）のエンパワーを可能し、企業
の能力を上回るような成果、例えばリナックスを生む。

?例えば、1000人以上の関係開発者の協調を実現化したリナックス
?NPOが世界有数の時価総額を誇るマイクロソフト社を脅かすまでの存在に成長
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エンドユーザーとの協業型エンドユーザーとの協業型R&DR&D
事例）たのみこむ（コラボライティッド・マーケティング）事例）たのみこむ（コラボライティッド・マーケティング）

? Tanomi.com（たのみこむ）は、消費者コミュニティを利用して商品企画を行う。
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センシング・トラッキング能力の増大センシング・トラッキング能力の増大
ーー  監視や追跡などにも利用可能監視や追跡などにも利用可能  －－

?人と人とのコミュニケーションやコンテンツ配信にとどまらず、モノやペットなどとのコミュニケーション
にまで適用可能

?廃棄物や保守部品等の管理にも活用可能

インターネット

監視

追跡

管理サービスセンター

利用者からのアクセス

救急サービス等
の手配

利用者への連絡

廃棄物追跡
保守部品
消耗品管理

企業との
コミュニ
ケーション



Page 23©Nomura Research Institute, Ltd.

廃棄データ管理情報サービスによる報告負荷の軽減廃棄データ管理情報サービスによる報告負荷の軽減
事例）富士電機事例）富士電機((廃棄物トラッキングによる排出管理サービ廃棄物トラッキングによる排出管理サービ
スス))

?利用者（排出事業者）は、マニフェスト伝票、年間廃棄物取引量を明示した行政報告書を自動作成及び情報
開示による信頼性向上

?提供者（行政）は、廃棄物の運搬経路をリアルタイムに追跡し、適正処理の確認ができる

GPSを利用した廃棄物管理情報システム（富士電機によるサービスで大田区東芝病院などで開始。）

サービス概要：
　　　（１）廃棄作業の管理
　　　　　　　　GPS衛星を利用することにより廃棄物運搬車両を追跡、廃棄物の運搬経路をリアルタイムに追跡・適正処理を確認
　　　　　　　　⇒行政による廃棄物の適正処理・運搬監視が実現
　　　（２）廃棄情報の開示
　　　　　　　　排出事業者、収集運搬事業者、処理事業者の情報開示を支援、マニフェスト伝票や行政報告書の開示が可能

　　　　　　　　⇒企業の信頼性向上に貢献

排出 収集・運搬 処理

車両ID、位置、積載情報

データ管理センター

排出事業所 処理工場

処理データのフィードバック

排出 収集・運搬 処理

車両ID、位置、積載情報

データ管理センター

排出事業所 処理工場

処理データのフィードバック
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ユビキタスネットワークで飛躍的に広がるアプリケーションユビキタスネットワークで飛躍的に広がるアプリケーション

：

+音声

センシング・トラッキング能力の拡大センシング・トラッキング能力の拡大

（人からコンテクスト（人からコンテクスト[[周囲環境周囲環境]]へ）へ）

「形態知」の交換・共有「形態知」の交換・共有

（感性に近い領域の知の共有）（感性に近い領域の知の共有）

コミュニティパワーの増大コミュニティパワーの増大

（リアルなコミュニティへに近づく（リアルなコミュニティへに近づく））

?「ブロードバンド」だけでは近視眼的

?ユビキタス・ネットワーク下ではeコマースはほんの一部である

?３つの変化を「立体的に捉える」「立体的に捉える」ことで、飛躍的にアプリケーション領域を拡大
流通コンテンツの流通コンテンツの

大容量化大容量化

現在インターネット現在インターネット
のアプリケーションのアプリケーション

ユビキタスネットワークユビキタスネットワーク
のアプリケーションのアプリケーション

グーパスグーパス

情報家電情報家電

楽天楽天

YahooYahooｵｰｸｼｮﾝｵｰｸｼｮﾝ

たのみこむたのみこむ

PTPPTP

ウェブウェブMDMD

ネット放送ネット放送

音楽配信音楽配信

ネットに接続される機器の増大ネットに接続される機器の増大

ユーザーとネットのユーザーとネットの

関係性の多様化関係性の多様化

ブロードバンド化の方向ブロードバンド化の方向
にのみ着目していたのではにのみ着目していたのでは
アプリ領域は狭いアプリ領域は狭い

ザンブーザンブー

i i モードモード

遠隔医療遠隔医療
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4. 4. ユビキタス・ネットワーク時代のビジネスユビキタス・ネットワーク時代のビジネス
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知（知恵、情報、データ等）に基づくビジネスモデル知（知恵、情報、データ等）に基づくビジネスモデル
?ユビキタス・ネットワークの価値の源泉　→　流通する「知」そのもの、その「知」に基づくサービス

? 「知」そのものが価値を生む　→　今まで体系化されていなかったヒトの知　→　知の集積・増幅
これまで計測されてこなかった状況データ　→　大域計測

? 「知」に基づくサービス　→　「知」に基づいてアクション提供　→　コンシェルジェ

““形態知形態知””のの
交換・共有交換・共有

コミュニティーパワーコミュニティーパワー
の増大の増大

センシング・トラッキングセンシング・トラッキング
能力の拡大能力の拡大

知の知の

集積･増幅型集積･増幅型

大域計測型大域計測型

コンシェルジェ型コンシェルジェ型

ヒトの知を梃子にした
ビジネスモデル

空間やヒト・モノの状況把握を
梃子にしたビジネスモデル

知を活用してエンド
ユーザーを最終的に
支援するビジネスモデル

ちりもつもれば山となるちりもつもれば山となる

　　疎にして漏らさず　　　　疎にして漏らさず　　

かゆい時に、かゆい時に、

かゆい所に手が届くかゆい所に手が届く

ビジネスのタイプ
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知の集積・増幅型ビジネス知の集積・増幅型ビジネス
? 以下の3つのような形態で、特に顧客企業のオペレーションの体系化や省力化を支援

? 知の集積タイプ：ネットワーク上に散在する知をかき集め、統合して提供
? 知の増幅タイプ：高度な知をネットワークを通じて、より多くの顧客に提供
? 上記２つの組み合わせパターン

ユビキタス・
ネットワーク

ユビキタス・
ネットワーク

事業主体事業主体

高度な

知識

高度な

知識

情報
情報

データ
データ

アーカイブ

された知

アーカイブ

された知

知のインテグレー
ションを行う

知のインテグレー
ションを行う

顧客顧客

顧客顧客

顧客顧客

顧客顧客

ユビキタス・ネットワー
ク上に散在する知

シミュレー

ション

シミュレー

ション

知の集積タイプ知の集積タイプ

ユビキタス・
ネットワーク

ユビキタス・
ネットワーク

事業主体事業主体

高度な
知識・
スキル

高度な
知識・
スキル

知の交通整理
を行う

知の交通整理
を行う

顧客顧客

顧客顧客

顧客顧客

顧客顧客

ユビキタス・ネットワーク
上に存在する高度な知

知の増幅タイプ知の増幅タイプ

例）アグリゲーション、翻訳資
産の有効活用、コールセン
ター等

例）遠隔医療、音楽や語学の
先生、ホットライン等
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知の集積タイプ知の集積タイプ
萌芽事例：過去の翻訳資産の活用（萌芽事例：過去の翻訳資産の活用（eTranslateeTranslate))

?多国籍企業顧客などに対し、10数カ国語にわたる翻訳サービスをネットワーク経由で提供
?翻訳事例や用語集を過去の翻訳蓄積を基にDB構築
?自動翻訳ソフトを活用
?結果、効率良く（短期間、低コスト）でサービス提供可能

ユビキタス・
ネットワーク

ユビキタス・
ネットワーク

過去の
翻訳資産DB

世界10数カ国語に
わたる翻訳事例、
用語集等

翻訳者

翻訳者

翻訳者

多国籍企業顧客 DBの活用

DBへ結果蓄積

結果の
提供
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知の増幅タイプ知の増幅タイプ
萌芽事例：モグラ機械（穴掘り）使用ノウハウの提供萌芽事例：モグラ機械（穴掘り）使用ノウハウの提供

?高度なオペレーションノウハウを必要とするモグラ機械の操縦を、リモートサイトから指
示

?場合によっては同時に何箇所もの現場に指示を提供することが可能

ユビキタス・
ネットワーク

ユビキタス・
ネットワーク

使用ノウハウ保有者

モグラ機械

他の現場
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大域計測型ビジネス大域計測型ビジネス

?外界データ等を活用して、大規模プロジェクト等の成果確認や軌道修正に用いる

ユビキタスネットワークユビキタスネットワーク

環境
データ

交通
データ

その他
データ

アーカイブ
された知

?PFI
?国土・都市管理
?大規模プロジェクト

フィードバック・コントロール
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萌芽事例：シンガポール萌芽事例：シンガポールERPERP（（電子式道路課金システム）電子式道路課金システム）

?一般道路を含む多地点において、交通量を測定し、混雑具合に応じて道路利用料金を可変させる
?交通量の平準化を実現させることが可能
? PFIへの応用もできる
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コンシェルジェ型コンシェルジェ型  事業モデル事業モデル  ----““かゆい所に手が届くかゆい所に手が届く””
?ヒトのリアルの世界を支援する「かゆいところに手の届く」サービスで価値創造

?ユーザーの状況（コンテクスト）に応じて、タイミングよく自動的にユーザーに働きかける

個別に飛行機やホテルの予約を行う
要求に応じて適切な予
約がなされる

ﾕｰｻﾞｰがﾈｯﾄﾜｰｸに働きかける ﾈｯﾄﾜｰｸがﾕｰｻﾞｰに働きかける

コンシェルジェ機能

?行き先？
?航空会社？
?スケジュール？
?乗り継ぎ？
?宿泊先？
?人数？
?料金？

NY、London、香
港へ一週間で出
張。強行日程。
天候不安もある
な。。。

ネットワーク

「こんなのいか
が？」と提案

?適切なフライト

?快適な宿泊

?関連交通手段の手配

?ﾚｽﾄﾗﾝ/ﾚｼﾞｬｰ案内

?他

?適切なフライト

?快適な宿泊

?関連交通手段の手配

?ﾚｽﾄﾗﾝ/ﾚｼﾞｬｰ案内

?他

変更があった
ら自分で対
処しないと

フライトスケジュールに変更があれば、代替案を提案、手配

従来
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コンシェルジェコンシェルジェ----メンテナンス・サービス（萌芽事例：日立建機）メンテナンス・サービス（萌芽事例：日立建機）

（３）盗難防止対策
　　　（eガード）

（１）稼働管理

（２）故障監視

GPSによりリアルタイムに位置情報を把握（管理者のPCや携帯電話で）

⇒建機が設定範囲から外れた場合等の盗難・緊急時には通報やエンジン停止が遠隔から可能

⇒盗難を未然に防止   【 盗難保険サービス】　　⇒静脈産業の応用へ！

建機の消耗状態をリアルタイムに把握

⇒大きな故障を未然に防止⇒修理費の低下   【定額料金で修理を保証】

リアルタイムな稼働データ（稼働位置、稼働時間、燃料残量等）の収集が可能（衛星メール連絡が可能）

⇒適切な建機配置や現場移動管理が可能⇒建機の稼働率向上

位置情報
稼働情報
建機状態

日立建機サーバー

建機情報を常時把握ZAXIS
衛星端末搭載機

ユーザー端末

建機情報

日立建機 ユーザー
建機監視サービス

保守サービス

盗難補償

?ＧＰＳセンサーで、建機の稼働率向上、故障監視、盗難防止を同時に実現

?これを梃子にして、保険などのサービス産業へ進出
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萌芽事例：老親向けコンシェルジェサービス萌芽事例：老親向けコンシェルジェサービス

?例えばテディベアの人形が、遠く離れて住んでいる老親の健康状態をモニターしたり、非常時には子
供や親類への連絡、救急車や医師、病院の手配等を自動で行うサービス

?平常時には、老親のコミュニケーション相手となったりする
?老親を抱える家族の不安を減少させる価値を提供

ユビキタス・ネットワークを単なる伝送路としてのみ
利用

知りたい時に答えてくれる

（ユーザーのリクエストに逐次答える）

ユーザーが知りたいであろう時に情報等を提供

（ユーザーニーズの事前取得）

必要な時に、次のアクションまでを提案する

（ユーザーニーズの推し量り）

状況に応じて全てのアクションを執行

（ユーザーは、結果の確認と軌道修正のみ行う）
完全自動化

提案

告知

情報提供

コミュニケーション
?親とのコミュニケーション手段

?親の状態確認

?親に何かあった（と想定される）時のお知らせ

?親に何かあった時の次のアクションの選択枝の提示

?親に何かあった時に自動で必要事項を手配・実行

ユビキタス
ネットワーク

ユビキタス
ネットワーク
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マーケティングに与えるインパクトマーケティングに与えるインパクト

““形態知形態知””の交換の交換
・共有の促進・共有の促進

コミュニティコミュニティ
パワーの増大パワーの増大

センシング・センシング・
トラッキングトラッキング
能力の拡大能力の拡大

　　  ベンチマーク・マーケティングベンチマーク・マーケティング
•情報過多・付和雷同型の消費
者を
に集約情報を提供サービス
•カリスマエージェント（ご意見番
） による 推奨

　　コラボレィティド・マーケティングコラボレィティド・マーケティング
•消費者の商品企画参画
•コミュニティの意見反映

　　  コンテクスト・マーケティングコンテクスト・マーケティング
•ニーズ発生時点でのタイミング
での商品訴求・購買
•衝動買い促進による価格競争
脱皮

?ランキングや消費者評価の集約で誘引
?エージェントの推奨（エージェント自体のランキング）
?ベッティングなどでのゲーム性と志向収集

?映像を使ったコラボレーション
?共同購買への連動
?複数レイヤーによるコミュニティ管理

?属性、購買履歴に加えて、場所、行動、時間に応じた提案
?顧客の保有する情報にあわせた提案（MY Room、MY Style）
?購買導線のトラッキング、ニア購買情報の蓄積・分析

?消費者コミュニティと動画を含めた高度
なコミュニケーションが可能に

?Tanomi.com
?フィーチャープラネッツ

?グーパス
?ウェルスファーゴのATM広告
?ショッピングセンターでのハンドヘルド+MMK
?アフィリエイト・プログラム

?ＰＴＰ.com、ネットプライスモール、
Yahoo-style.com（×ブロバン）
?ハリウッド.com、コンテンツファンド（×コラ
ボ）
?TV互助会、MY編成部長

?消費者コミュニティの声を聞き、反映す
ることが容易になる

?消費者へのエージェントサービス提供

?購買履歴などだけではなく、今現在
におかれている周囲状況を判断できる。
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アイ・コンビニエンス（ローソン、アイ・コンビニエンス（ローソン、NTTNTTドコモ）ドコモ）

・ローソン、松下電器産業、三菱商事、NTTドコモにより2000年10月 株式会社アイ・コンビニエンス設立
・資本金 20億円（ローソン51%、松下電産18%、三菱商事18%、NTTドコモ13%）
・事業内容 ①iモード端末から各種商品の注文受付および店舗での決済および引渡し

②iモード端末からの各種チケットの予約受付と店頭での決済および発券
③iモードと店舗を連動させたサービスの開発
④電子技術を利用したクーポン、ポイントなどの電子バリューの発行、管理

申し込みチケットの
発券・支払い

エージェントによる
最寄店情報

出勤・通学時に

お出かけ中に

帰宅時に

「朝ローソンクーポン」
で朝食購入

My新聞プリント
（電車で読む）

今日の運勢プリント
（動物、星座、風水など）店頭カタログ

入手

女友達や恋人同士で
占いを楽しむ

My新聞のＩＴ関連の
記事をお客さんに渡す

当日予約の
格安チケットを購入

Iモードでの商品購入
（店頭カタログ連動など）

電子カタログを
ロッピーからSDへ蓄積

振込用紙出力＆
コンビに店頭振込

近隣エリア地図と
店舗利用クーポン出力

本日の
「朝ローソンクーポン」受信

メールでの
商品配送案内

異業種ポイントの
エクスチェンジ

ひまつぶしゲームで
ポイントをゲット！

新商品の「いけてる」
「いけてない」投票

iモードで購入した
商品引取＆決済

明日の占い一覧出力
（明日は何色の服が…）

LAWSONレシピ＆クーポン
（コンビニ食材でおいしい食事）

家庭

会社・学校会社・学校

2002年のアイ・コンビニエンス
出所）ローソン

?ユーザーのコンテクストに合わせ
た押し付けがましくないサービス
?衝動買いの誘引
?店頭での必要手続きの付与
　（返品や交渉など）

?ユーザーのコンテクストに合わせ
た押し付けがましくないサービス
?衝動買いの誘引
?店頭での必要手続きの付与
　（返品や交渉など）

ユビキタス広告（コンテクストに応じた広告提供）ユビキタス広告（コンテクストに応じた広告提供）
事例）アイ・コンビニエンス（ローソン・ドコモ）事例）アイ・コンビニエンス（ローソン・ドコモ）

ポイント



Page 37©Nomura Research Institute, Ltd.

B駅
自動改札機

B駅
自動改札機

自動改札機を利用した広告配信サービス自動改札機を利用した広告配信サービス““goopasgoopas””

ユビキタス広告（コンテクストに応じた広告提供）ユビキタス広告（コンテクストに応じた広告提供）
事例）オムロンと東急電鉄（自動改札機＋携帯メール配信）事例）オムロンと東急電鉄（自動改札機＋携帯メール配信）

登録ユーザーが自動改札を通過した直後に、ユーザーの携帯電話に行き先周辺情報などをメールで配信

⇒ユーザーごとにカスタマイズされた情報（行き先、時間帯、嗜好等）を配信可能

?メリット：
●ユーザー

●コンテンツ
提供者

●鉄道事業者

?サービス概要：

・ニーズに最適なコンテンツを適切な時間に提供⇒高いリーチ率

・ユーザーの行動予測に合わせたコンテンツ提供⇒駅周辺への店舗、イベントへの誘導

・場所、時間、嗜好に合致したコンテンツの受取

・すぐに使えるクーポン、ポイント付きのコンテンツの受取

・運賃以外の新たな収入源の確保

・旅客サービス向上、沿線活性化

A駅
自動改札機

A駅
自動改札機

goopas家 職場

出勤

帰宅

定期券
定期券

定期券
定期券

改札通過情報 ①メール配信 改札通過情報

改札通過情報

改札通過情報
④メール配信

②メール配信

③メール配信

クライ
アント

広告情報

顧客情報・フィードバック
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大域
計測

大域
計測

ナレッジ
マネジメント

ナレッジ
マネジメント

商品・サービス革新による市場創造を日本から商品・サービス革新による市場創造を日本から

コンシェル
ジェ

コンシェル
ジェ

U-Valueの創出U-Valueの創出

コミュニティ・リレーション
シップ・マネジメントを取り
入れたCRM革新（CCRM)

コミュニティ・リレーション
シップ・マネジメントを取り
入れたCRM革新（CCRM)

産業構造変化を先取りし
たリバンドル戦略

産業構造変化を先取りし
たリバンドル戦略

「形態知」の交換・
共有

「形態知」の交換・
共有

コミュニティパワー
の増大

コミュニティパワー
の増大

センシング・トラッキ
ング能力の拡大

センシング・トラッキ
ング能力の拡大

知の
集積・増
幅

知の
集積・増
幅

U-Service群

経営革新

ユビキタス・

ネットワーク

の本質

ユビキタス・ネットワークによる

商品・サービス革新

ユビキタス・ネットワークによるユビキタス・ネットワークによる

商品・サービス革新商品・サービス革新


